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要     旨 

 ア．緒言  水道水に含まれる微量なリチウムと自殺率の相関について、多くの過去の研究では、有

意な逆相関が報告されていたが、最近の研究結果は必ずしも一致しない。本研究は、日本でこれまでで

最大のデータセットを使用して関連因子を調整することにより、1）水道水中のリチウムレベルと自殺

率との関連をさらに検討すること、2）性差の有無を確認すること、3）微量なリチウムへの長期曝露の

効果を推定すること、4）水道水の代わりにボトル入り飲料水を引用した場合の影響を推定すること、5）

低い自殺率と関連するリチウム濃度を探索することを目的とした。                                            

 イ．研究対象および方法   日本の 808 都市および区（46 都道府県の 785 都市および東京 23 区）

の水道水中の平均リチウム濃度を測定した。自殺率は、2010 年から 2016 年までの 7 年間の平均自殺標

準化死亡率（SMR）を使用した。SMR は男女込みの総人口と男女別に算出した。各都市の人口に応じ

て重み付けした重回帰分析を使用して、水道水リチウム濃度と、関連する要因を補正した自殺の SMR

との関連性を調査した。                                      

                                              

                                              



 № 2  

 ウ．結果  未調整モデルでは有意な相関を認めなかったが、調整されたモデルでは、水道水リチウ

ム濃度と総人口および男性の自殺の SMR との有意な逆相関を示した。女性の SMR とは関連していな

かった。同じ都市に住み続けた住民の割合（定住率）とボトル入り飲料水の消費はどちらもリチウム濃

度と自殺の SMR との関連性を変えなかった。また、リチウム濃度 30μg/ L 以上が自殺 SMR の低さと

関連していた。                                        

 エ．考察  水道水リチウム濃度は男性の自殺の SMR と有意に逆相関し、女性の SMR とは関連し

ていないことが日本で最大のデータセットにより再確認された。未調整モデルにおける非有意性は、自

殺率が様々な心理社会的要因の影響を受けることを反映している可能性がある。定住率で補正をかけた

場合は有意な逆相関に変化はなかった。定住率は一貫して高く、同じ場所での微量リチウムへの長期曝

露の影響を裏付けている可能性がある。ボトル入り飲料水の消費量で補正をかけても結果にほとんど変

化がなく、今回の研究においてはボトル入り飲料水を飲むことの影響は無視できるかもしれない。30μg/ 

L 以上の水道水リチウム濃度は、自殺 SMR の低さと関連している可能性があるが、この範囲には都市

の数が少ないため、さらなる検討が必要である。                                         

 オ．結語  特に同じ都市に長期間住み続けている男性において、水道水リチウム濃度と自殺率の逆

相関が再確認された。さらに、ボトル入り飲料水の影響は小さく、水道水リチウム濃度が 30μg/ L 以上

では自殺率が低下する可能性が示唆される。                           

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               


